


PVC vs TPU vs EVA 透明パウチ：ブランドのジッパーパウチにはどのフィルムが合うか？

Details
簡単な結論： PVC vs TPU vs EVA 透明パウチの比較では、PVCは最も高い透明性、最も容易なRF溶着、最も低い単価を備えている一方、においや低温でのひび割れ、フ
タル酸エステルについて最も厳しい審査を受けます。TPUは低温でも透明で柔軟性を保ち、可塑剤を必要としませんが、価格は高くなります。EVAは柔らかく可塑剤を含みませんが、通
常はガラスのような透明ではなくフロスト調で、RF溶着ではなくヒートシールで接合されるのが一般的です。

PVC vs TPU vs EVA 透明パウチを比較する買い手は、通常「どのフィルムなら、キットの中身が見え、ロゴがくっきりと見え、コンプライアンス関連の書類を整えられるか」
という一つの問いから始めます。三種類のフィルムは、サプライヤーのサンプルボード上では似て見えます。しかし、パウチに内容物を詰めた後、冬の倉庫を通って輸送されたり、店頭の棚
で開封されたり、試験のために検査機関へ送られたりすると、挙動は大きく異なります。本ガイドでは、七つの基準（透明性、低温クラック耐性、におい、印刷密着性、溶着強度、規制適合
性、コスト）でこれらを比較し、サンプルを依頼する前にフィルムを選べるようにします。

フィルム選定が頻繁に失敗する理由
透明ジッパーパウチへの苦情の多くは、デザインの問題ではありません。低価格の透明パウチに関する公開の買い手レビューでは、同じ四つの不具合が繰り返し挙げられています。ジッパー
がフィルムから剥がれる、届いたときに袋から化学物質のにおいがする、フィルムが謳われた厚さより薄く角から割れる、透明部分が数か月で曇ったり黄変したりする、の四つです。そのう
ち三つは、ジッパーではなくフィルムが原因で起こります。

誤った選択のコストは急速に膨らみます。美容用ギフトを開けたときにパウチがにおうと、中身のブランドの印象にも響きます。フタル酸エステル試験を行わずにカリフォルニア州へ出荷し
たPVCパウチは、Proposition 65の通知を招くことがあります。「PVCを避ける」ために選んだフロスト調のEVAパウチは、完全な透明度で棚での視認性を期待していた小
売チームを失望させかねません。これらはいずれも、サンプル依頼前に並べて比較していれば指摘できた素材の不一致です。

解決策は、用途に関する根拠に基づいてフィルムを決め、その後、的を絞ったサンプル試験で確認することです。以下のセクションで、その根拠と試験方法を示します。
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PVC、TPU、EVAとは何か
軟質PVC（ポリ塩化ビニル） は、可塑剤を加えたときにのみ柔らかくなる硬質ポリマーです。塩素はポリマー自体の一部であるため、配合で取り除くことはできません。可塑剤に
は、DEHPなどの従来型フタル酸エステルや、非フタル酸系の代替品があります。この配合上の選択が、PVCのにおい、低温での性能、規制対応の結果の大部分を左右します。この素材
に関する米国の参照規格は、 ASTM D1593[1]は、非剛性の塩化ビニルフィルムおよびシートを対象としており、樹脂に少なくとも90%の塩化ビニルを含むものです。厚
さ0.25 mmまでの素材はフィルムに、それより厚い素材はシートに分類されます。パウチのサプライヤーは「PVC」と表示しても、その境界線のどちら側を指しているのかを明記し
ないことがよくあります。

TPU（熱可塑性ポリウレタン） は、可塑剤を加えなくても単独で柔軟性を持つエラストマーです。主に二つのファミリーがあります。芳香族TPUは安価ですが、紫外線下で黄変するこ
とがあります。脂肪族TPUは黄変に強い一方、価格は高くなります。見積書に「TPU」と書かれていても、それは単一の仕様を意味するわけではありません。

EVA（エチレン酢酸ビニル） は、エチレンと酢酸ビニルの共重合体です。酢酸ビニルの含有量が高いほど、フィルムは柔らかく透明になります。EVAも可塑剤を必要としません。パウ

https://v1backup.astm.org/Standards/D1593.htm


チ用途では、通常はマット調またはフロスト調のフィルムとして供給されます。また、低極性ポリマーであるため、高周波溶着への反応が乏しくなります。この点はシール構造に影響するた
め、後ほど説明します。

PVC vs TPU vs EVA 透明パウチ：並列比較
以下の評価は相対的なものです。ブランドジッパーパウチ向けに、各フィルムの一般的な市販グレードを比較したものであり、研究室での点数ではありません。サプライヤーごとの配合によっ
て評価は上下しうるため、手順のセクションはサンプル試験で締めくくられています。

比較項目 軟質PVC TPU EVA

透明性 最も高い（ガラスのような透明感）。熱や紫外線で曇っ
たり黄変したりすることがある

高い。脂肪族グレードは透明性を保持し、芳香族
グレードは黄変することがある

通常はフロスト調または半透明で、ガラスのような透明
はまれ

低温クラック耐性 最も弱い。氷点付近で硬くなり、角や折り目で割れるこ
とがある 強い。低温でも柔軟性を保つ 良好。低温でも柔らかさを保つ

においのリスク 最も高い。可塑剤と安定剤のパッケージ構成に依存する 低い 低い。ときどき、かすかな酢のような香りがある

印刷密着性 最も容易。標準的な塩ビ用スクリーンインキがよく密着
する

TPU対応インキであれば良好。密着性を検証す
ること

最も難しい。表面エネルギーが低いため、表面処理また
は適合するインキが必要

シール方式と溶着強
度 RF溶着。強く、安定している RF溶着は可能。条件の調整が必要 ヒートシール。RF溶着は一般的に困難

可塑剤が必要 はい いいえ いいえ

規制上の審査 最も高い：フタル酸エステル、重金属安定剤、塩素化添
加剤

低め。インキ、ジッパー、つまみは依然として試
験が必要

低め。インキ、ジッパー、つまみは依然として試験が必
要

相対的な単価 最も低い 最も高い 低～中程度

最適な用途 短期サイクルの販促キットや購入特典用パウチ。透明性
と価格が優先される場合

繰り返し使用する旅行用・美容用パウチ、および
コールドチェーン輸送

ソフトタッチの洗面用品・スパキット。フロスト調の見
た目が許容される場合

各フィルムの挙動を基準ごとに確認



透明性：初日と六か月後

開封時の写真映えは、PVCが一番です。その弱点は時間の経過にあります。熱、日光、可塑剤の移行によって表面が曇ったり黄変したりすることがあり、購入の決め手となった透明感が失
われていきます。TPUは、最初はほぼ同じくらい透明です。数か月の経過で重要になるのはTPUのファミリーで、脂肪族グレードは黄変に強く、芳香族グレードは強くない場合がありま
す。EVAは逆の特性を持ちます。初日からガラスのような透明感はまれですが、フロスト調の表面は、透明PVCに見える細かい傷も隠します。依頼内容が「中身が一目で見えること」で
あればEVAでも対応できます。「クリスタルクリア」が求められるならEVAは不適切です。

低温クラック耐性

可塑化PVCは、気温が下がると硬くなります。冷えたトラックや暖房のない倉庫で曲げられたパウチは、折り目や溶着された角に沿って割れることがあります。「落とした際に角が割れた」
と書かれた買い手のレビューは、低温での硬化による不具合であることが多いです。TPUとEVAはいずれも低温でも柔軟性を保ちます。冬季の出荷やアウトドアイベント向けのキットで
は、サプライヤーに脆化温度データを求めるか（プラスチックシートで一般的に用いられる衝撃試験法はASTM D1790です）、一晩冷やしたサンプルで簡単な折り曲げ試験を行って
ください。

におい

においは、透明パウチが買い手のレビューで不評を得る最も早い原因です。低価格のPVCジュエリーパウチに関する公開レビューでは、においへの言及がほぼ例外なく否定的で、買い手は
使用前に数日から数週間、袋を外に出して換気しています。原因は配合で、可塑剤、安定剤、加工残渣が含まれます。低臭性のPVCは存在しますが、それを依頼して検証する必要がありま
す。TPUとEVAは、揮発しうる可塑剤を含まないため、基本的なリスクがはるかに低くなります。

印刷密着性

PVCは、印刷が最も容易なフィルムです。塩ビ用スクリーンインキがよく密着し、透明な背景にくっきりとしたロゴを表現できます。TPUはポリウレタン用に配合されたインキで良好に
印刷できますが、適合しないインキは目視検査を通過しても、パウチが曲げられると剥がれることがあります。EVAは表面エネルギーが低く、通常はコロナ処理または専用のインキシステ
ムが必要です。また、フロスト調の表面は淡い色のインキのコントラストを下げます。いずれのフィルムでも、目視による承認だけでなく、印刷サンプルに対してクロスハッチテープ密着試験
（ASTM D3359法）を依頼してください。

溶着強度とシール構造

PVCの極性構造は高周波の電場内で効率よく加熱されるため、RF溶着されたPVCのシール部は強度が高く、均一で、漏れにくくなります。これが、溶着透明パウチの多くがPVCで
ある主な理由です。TPUもRF溶着が良好ですが、条件の調整が必要で、PVCより遅くなることがあります。EVAはRFエネルギーへの反応が乏しいため、EVAパウチは通常ヒー
トシールまたはステッチで接合されます。ヒートシールは機能しますが、シール幅と温度管理がより重要になり、ステッチによるシール部には針穴が残り、液体が漏れる可能性があります。
液体を入れるパウチの場合、フィルムの価格を尋ねる前に、シール部がどのように形成されるかを確認してください。



素材別の規制適合性
名前だけで適合性が保証されるフィルムはありません。各規制は、完成品に含まれる特定の物質を試験し、その対象にはジッパーテープ、スライダー、インキ、付属部材も含まれます。三種
類のフィルムの違いは、それぞれがどの程度の審査の対象になるかにあります。

子ども向け製品（米国）。 12歳以下の子どもを対象に設計または販売されたパウチの場合、 CPSCのフタル酸エステル規則[2] は、アクセス可能な可塑化部品について、八種類のフタ
ル酸エステルそれぞれを0.1%（1,000 ppm）以下に制限しています。軟質PVCは明確に対象となります。また、PVCは、フタル酸エステル試験の免除対象プラスチックとし
て定められた規定の一覧に掲載されていません（ 16 CFR CFR Part 1308[3]）。そのため第三者試験が標準です。成人向けの化粧品やトラベルパウチは自動的に子ども用製
品となるわけではありませんが、キャラクターのライセンスや学校向けのマーケティングがあると、その扱いが変わる可能性があります。

カリフォルニア州。 Proposition 65[4] は、PVCを禁止していません。列挙された化学物質への曝露前に、明確で合理的な警告を表示することを求めており、DEHPもその
対象に含まれています。この分野ではすでに執行が行われています。その一つが 2023 60日間の通知[5] で、DEHP曝露に関して「Zippered Pouches With
PVC Components」を対象としたものです。TPUとEVAは可塑剤の問題を避けられますが、ジッパーやインキに含まれる鉛により、依然として警告の対象となる場合があ
ります。

欧州連合。 REACH附属書XVIIは、可塑化された製品中のDEHP、DBP、BBPについて、重量比で0.1%を超えるものを制限しています。2025年九月、スウェーデン
は、宝飾品用に販売された透明および青色のPVCジッパーパウチについて報告しました。その製品には、重量比でDEHPが16%まで、短鎖塩素化パラフィンが2.3%まで、カドミ
ウムが0.027%まで含まれており、その製品は市場から撤回されました（消費者安全警報[6]）。この事例は、「フタル酸フリー」という表示が確認すべき一項目にすぎないことを示して
います。安価なPVCには、塩素化添加剤や重金属安定剤が隠れている場合もあります。

包装中の重金属。 以下のモデル法を基にした州法では、 Toxics in Packaging Clearinghouse[7] のモデル規制が、包装中の鉛、カドミウム、水銀、六価クロムの
合計を100 ppm以下とする上限を定めています。これはすべての三種類のフィルムに該当します。PVCは安定剤の使用歴があるため特に影響を受けやすく、どのフィルムでも着色さ
れたジッパーのつまみが問題になりやすい点にも注意が必要です。

食品接触。 FDAはパウチを「承認」するわけではありません。特定の条件下で特定の物質の使用を認めています。塩化ビニル共重合体については、 21 CFR 177.1980[8] が、
抽出限度を定めており、例えばn-ヘプタン中での抽出量を0.10重量%以下とし、試験条件は150°Fで2時間とするものがあります。化粧品グレードの透明パウチは、三種類のいず
れのフィルムであっても、物質レベルの申告なしに食品安全として販売すべきではありません。

持続可能性に関する主張。 EU包装・包装廃棄物規則は2026年8月12日から適用されており、買い手は現在、リサイクル性と物質に関する要件をサプライヤー契約に盛り込んでいます
（PPWRの関連記事[9]）。カリフォルニア州では、 SB 343のラベル表示規制[10] が、2026年10月4日以降に製造された包装に適用されます。PVC、TPU、EVAの
パウチにリサイクルマークを付けるには、材料が実際に回収・選別されていることを示す証拠が必要になりました。材料の理論上のリサイクル性は、この基準を満たしません。

https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/Phthalates
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-B/part-1308
https://oehha.ca.gov/proposition-65
https://oag.ca.gov/system/files/prop65/notices/2023-03508.pdf
https://infocons.org/alerts/infocons-consumer-protection-alert-blue-and-transparent-pvc-zip-lock-pouches-advertised-as-to-be-used-for-jewellery-product-sold-online-in-particular-via-wish/
https://toxicsinpackaging.org/
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-177/subpart-B/section-177.1980
https://www.environmentenergyleader.com/stories/europes-packaging-regulation-now-reaches-supplier-contracts,142616
https://www.packagingdive.com/news/navigating-california-truth-in-labeling-sb-343/832195/


フィルムを選んだ後に必要な書類は、パウチをどこで、どのように販売するかによって異なります。その内容は、書類セクションを設けた当社の カスタム透明PVCジッパーパウチ仕様ガイ
ド.

フィルムを五つのステップで選ぶ方法
使用サイクルを明確にする。 一回限りのイベント配布品と、毎日一年間使われるパウチは別の製品です。短いサイクルではコストの面でPVCが有利です。繰り返し屈曲する用途、1.
特に低温下では、TPUが有利です。
「透明」がどの程度必要かを決める。 棚での視認性やガラスのような見た目が訴求点であれば、PVCとTPUを候補に入れてください。中身が一目で見えることで十分で、ソ2.
フトな手触りのほうが重要であれば、EVAを加えてください。
販売先と対象者を整理する。 子ども向けマーケティング、カリフォルニア州での小売、EU域内での流通のいずれも、PVCに対する要求水準を引き上げます。いずれかが当て3.
はまる場合は、文書化された非フタル酸系PVC配合を指定するか、TPUまたはEVAに切り替えてください。
シール方式を内容物に合わせる。 液体や化粧品類には溶着シールが必要です。RF溶着のPVCまたはTPU、あるいは検証済みのヒートシールEVAが適しており、ステッチ4.
構造は避けてください。
フィルム別のサンプル試験を依頼書に盛り込む。 PVCには一晩冷却後の折り曲げ試験、三種類すべてには24時間後の密封袋のにおい試験、印刷パネルのクロスハッチインキ5.
密着試験、シール部の充填袋落下試験を実施してください。PVCについては、原反シートだけでなく完成パウチを対象とした試験報告書も依頼してください。

https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-clear-pvc-zipper-pouches.html
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-clear-pvc-zipper-pouches.html


FAQ
よくある質問：透明ジッパーパウチでは、TPUはPVCより常に優れていますか？

いいえ。TPUは低温での柔軟性、におい、可塑剤リスクでPVCより優れています。PVCは依然として最も高い透明性、最も容易な印刷、最も低いコストを実現します。子ども向け製品
やカリフォルニア州での規制対象にならない市場へ短期サイクルの販促キットを出荷する場合は、文書化された低臭性PVCが合理的な選択となることが多いです。

よくある質問：フタル酸エステルを含まない透明パウチ素材として最適なものは何ですか？
TPUとEVAは可塑剤を必要としないため、フタル酸エステルはフィルム自体に含まれません。フタル酸エステルを含まないPVCも、非フタル酸系の可塑剤を使用することで存在します。
いずれの素材でも、ジッパーテープ、スライダー、インキを含む完成パウチの試験報告書だけが、その主張を証明します。素材名だけでは証明になりません。

よくある質問：EVAパウチはPVCと同じくらい透明にできますか？

まれです。酢酸ビニル含有量の高いグレードは透明性を向上させますが、EVAパウチは通常フロスト調または半透明です。依頼内容がクリスタルクリアなパネルを求めている場合は、代わ
りにPVCとTPUを比較してください。

よくある質問：どのフィルムがひび割れに最も強いですか？

TPUは、低温での柔軟性と耐摩耗性の組み合わせが最も優れています。EVAは低温でも柔らかさを保ちますが、傷や折り目がつきやすくなります。可塑化PVCは、低温になると折り目
や溶着された角で硬くなり、割れやすくなる可能性が最も高いです。

よくある質問：これらの素材のいずれかで、パウチを「TSA承認」にできますか？

いいえ。TSAはバッグを認証していません。次の TSAの液体規則[11]では、乗客は3.4 oz（100 mL）以下の容器を入れたクォートサイズのバッグを一つ携行できます。パウ
チのサイズと柔軟性はこの規則に関係しますが、フィルムの種類は関係ありません。

よくある質問：TPUまたはEVAのパウチに「リサイクル可能」と印刷できますか？

販売地域で、その形式が実際に回収・選別されている証拠がある場合に限ります。カリフォルニア州のSB 343およびEU PPWRの下では、素材の理論上のリサイクル性だけでは不
十分で、ジッパーやインキを含む多素材パウチは立証がより困難です。

https://www.tsa.gov/travel/frequently-asked-questions/liquids-aerosols-and-gels-rule


重要なポイント
PVCは樹脂によって定義され、そのリスクは添加剤に由来します。 — 樹脂中に少なくとも90%の塩化ビニルを含み、0.25 mmがフィルムとシートの境界線です
（出典)
素材にかかわらず、子ども向けパウチにはフタル酸エステル濃度の試験結果が必要です。 — 0.1%（1,000 ppm）の制限、対象は8種類のフタル酸エステルそれぞれ
（出典)
安価な透明PVCは、フタル酸エステル以外でも不合格になることがあります。 — EUで撤回されたパウチでは、重量比でDEHPが16%まで、SCCPsが2.3%
まで（出典)
重金属の規制は、三種類すべてのフィルムとその付属部材に適用されます。 — 鉛、カドミウム、水銀、六価クロムの合計100 ppm（出典)
リサイクルマークには証拠が必要になりました。 — カリフォルニア州の規制は、2026年10月4日以降に製造された包装に適用されます（出典)
旅行時の適合性は、フィルムではなくサイズで決まります。 — 乗客一人につきクォートサイズのバッグ一つ。容器の容量は3.4 oz（100 mL）以下（出典)

まとめ
それぞれのフィルムには明確な役割があります。PVCは、ガラスのような透明感、鮮明な印刷、価格が優先されるブランドパウチに適しており、配合が文書化されていることが前提で
す。TPUは、繰り返し使用され、屈曲され、低温で出荷されるパウチに適しており、可塑剤の問題を排除します。EVAは、PVCフリーであることが棚での輝きより重要な、柔らかいフ
ロスト調のキットに適しています。使用サイクル、販売先市場、シール要件に照らしてフィルムを選び、その選択を上記の五つのサンプル試験で確認してください。PVCが適しており、そ
の判断を依頼書にまとめる準備ができている場合は、まず当社の ブランド向け透明PVCジッパーパウチをご覧ください。数量と市場に合わせた見積もりとサンプルについては、お問い合わ
せください。
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